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Abstract 
　我々はNASAの観測ロケットを用いた天文観測プロジェクトCosmic Infrared Background ExpeRiment (CIBER)において、2009年から2013年にかけて4回の打ち

上げ観測を成功させ、科学成果を挙げてきた。この経験から、今後の天文学研究において必要な観測ロケットへの要求と、JAXA宇宙研の観測ロケットへの希望につい
て述べる。具体的には、観測ロケットで天文観測を実施するためには、①１分角以上の姿勢制御能力、②高度300km以上での観測、③装置の回収が可能である事、④
装置の回収が不可能な場合は、速い通信速度(~1Mbps)でデータをダウンリンクすること、が求められる。	

第１６回宇宙科学シンポジウム　P−１７７	 

 
 
	

JAXA宇宙学習シリーズ「宇宙望遠鏡」	

天文分野におけるスペース観測の必要性	

　(1) 大気の吸収により地上観測が不可能	

　　　（X線やガンマ線、赤外線など）	

　(2) 大気ゆらぎによる空間分解能の劣化	

  (3) 大気光による感度の劣化	

人工衛星に対する優位性	

　(1) 新しい分野における迅速な成果創出	

　(2) 萌芽的な分野における原理実証	

  (3) 人材育成	

大型化・長期化するスペース天文学ミッションに継続的に人材を
供給するためにも、継続的な観測ロケットミッションは必要	

迅速性・柔軟性に富む国内において観測ロケットという手段を確
保することは、将来のスペース天文学の発展のためにも重要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	

モデルケース：CIBERを日本のロケットで 
 
 
 

【CIBERの観測装置仕様】 
　撮像機能：　7 秒角/pix、データ発生量 = 1.2 MB/sec 
　分光機能：　1.4 分角/pix、データ発生量 = 0.5 MB/sec 
 
 

 

 
【ケース１：　分光特化型】	

分光機能のみ	

姿勢安定性要求：　１分角 (30秒間)	

複数天域ポインティング	

通信速度：　>1 MB/sec	

装置回収なし	

【ケース２：　オンボード処理型】	

撮像機能　＋　分光機能	

姿勢安定性要求：　<10秒角 (30秒間)　　	

複数天域ポインティング	

通信速度：　>1 MB/sec　	

上空でデータをオンボード処理してデータ量削減	

装置回収なし	

【ケース3：　装置回収型】	

撮像機能　＋　分光機能、　姿勢安定性要求：　<10秒角 (30秒間)、　複数天域ポインティング	

通信速度：　要求なし　(データはDRに保存）、　装置回収必須　(最低でもDRは回収)	

他の衛星計画ではカバー
されていない波長帯	

小口径だが広視野にする
ことで高い面輝度感度	

計画から観測実現まで　　
５年で迅速な成果創出	

	

科学目的を絞り、それ
に特化した装置を搭載	

理論予想を大きく超えるCIBのゆらぎを観測！この宇宙に未知の光源が多く存在することを示唆	

小型の観測ロケットでも、科学目的を絞り装置をそれに特化させることで大きな科学成果を得ることは可能！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	

日本・アメリカ・韓国の国際共同プロジェクト	

NASAの観測ロケットを利用	

専用望遠鏡を搭載して打ち上げ観測	

最高高度〜330km、観測時間〜10分	

観測後、パラシュートで回収、再利用	

2009〜2013年に4回の打上げ観測に成功	

NASA Group Achievement Award受賞	

発展型としてCIBER−2を開発中 (白旗ら P-077)	 CIBER赤外線カメラがとらえた
宇宙の明るさのまだら模様	

20分角	Zemcov et al. (2014) 	
Science 346, 732	

CIBER打ち上げ直前の様子	
(NASAホワイトサンズ射場)	
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